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小学校におけるものづくりを通した支持的風土に関する研究

池内悠英 1 岡本牧子 2

Study of Positive Classroom Climate with Manufacturing in Elementary School 

Yusaku IKEUTHI and Makiko OKAMOTO 

要旨

本研究では、小学校第3~6学年を対象に、学級の「支持的風土」の形成を促進させ、「理科」

でのエネルギー教育や「特別の教科道徳」での道徳教育との合科的• 関連的な指導を行えるよう

な「ものづくり教材」の開発、年間指導計画案、学習指導案の作成し、 6年生の学級において実

践を行った。実践の前後において実践学級に対し Q-Uテストを実施することで、本研究が提案

する教材の支持的風土に対する影響を評価した。その結果、侵害行為認知群（いじめや悪ふざけ

を受けているか、他の児童とトラブルがある可能性が高い児童）の児童がいなくなったほか、学

級生活不満足群（耐えられないいじめや悪ふざけを受けているか、非常に不安傾向が強い児童）

の児童が三分の一に減少した。

1 . はじめに

近年の都市化や核家族化、少子高齢化の進展などがもたらす社会環境の急速な変化は、物質的

な豊かさと相まって価値観の多様化や人間関係の希薄化をもたらす一因となっている。このよう

な要因から、自分の気持ちを表現し、相手の気持ちを考えて行動することが苦手で、集団の中で

よりよく関わり合うことができない児童が増えている。さらに二次被害として、いじめや暴力行

為、施設・設備の毀損・ 破壊行為などの問題行動や、不登校児童生徒の割合も増加しており、挫

縄県でも問題視されている (1)(2)0 

また、貼り絵や壁画、水墨画、空き缶アート (3)(4)(5)のようにデザインやアートの要素を取り入

れた集団で行う共同制作の実践例は数多く存在していたが、ものづくりの要素を取り入れた共同

作品は全国的にも少ないことが分かっている。

そのため本研究では、仲間と話し合い、協働して行えるものづくりの教材開発を行った。年間

を通して協働的なものづくりを教科指導の中に位置づけることで、自他のよさや可能性の再発見、

達成感、自己肯定感などを児童に感じてもらい、児童同士が自分の考え思いなどを本音で語り合

える「支持的風土」の形成を促すことが本研究の目的である。

2. 協働的なものづくりを位置づける実施教科の選定

ものづくりを取り入れた教科指導を取り入れやすい教科を選定するため、本研究では小学校学

習指導要領（平成20年8月発行） (6) とその解説、沖縄県教育施策 (7)(8)から、学級の支持的風土

に関連するキーワードの抽出とその出現回数を調査した。

2-1. 小学校学習指導要領 (6)や沖縄県教育施策 (7)(8)における 「支持的風土」関連キーワードの抽出

表 1 は、小学校学習指導要領解説 (6) と沖縄県教育委員会が掲げている施策「学力向上施策—夢・
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にぬふぁ星プラン nr<7>、「わかる授業 SupportGuide」(8)とからそれぞれ一文ずつ抜粋した例であ

る。表に示すように、それぞれの文献の中に「支持的風土」をつくる事が明記されており、具体

的な内容を説明する言葉として「信頼関係」、「人間関係」、「学級経営」、「存在感」などが挙げら

れる。このようにして 3つの資料から「支持的風土」に関連するとキーワードとして定義された

言葉は合計 18個で、それぞれ「連帯」、「協働」、「学級経営」、「集団活動」、「集団生活」、「グループ」、

「信頼関係」、「人間関係」、「認め合い」、「話し合（い、またはう）」、「交流」、「責任」、「所属感」、

「自己決定」、「自尊感情」、「児童理解」、「存在感」であった。

表 1 支持的風土づくりの関連キーワードの抽出例

参考 0学級を一人一人の児童にとっ 吋存在感1を実感できる場

0好ましい1人間関係椅育てていく上で、学級の風土を支持的な風土につ
文献 (6)

くり変えていく 。

参考 0教師 と児童生徒のI言頼関係怜児童生徒相互の温かい1人間関係Iを築き、

子ども同士が自分の考えや思いなどを本音で語り合える支持的風土づ
文献(7)

くりは、個々を大切にす叫学級経営1の基盤である 。

参考 0児童生徒 同士 が自分の考え思いなどを本音で語り合える支持的風土づ

文献(8) くりは、 個々を大切にす 叫学級経営加充実が基盤となる

2-2. 小学校学習指導要領解説（平成20年8月発行）の各教科編における「支持的風土」関連キー

ワードの出現回数調査

小学校の各教科において「支持的風土」がどのくらい意識されているかを調べるため、 小学校

学習指導要領解説 (6)の各教科絹において、2-1節で抽出した「支持的風土」関連キーワードの出

現回数を調査した。また、本研究で取り扱う「ものづくり」についても同様に調査を行った。そ

の結果を表 2に示す。表中の数字は出現回数を表す。表より、「支持的風土」の形成を促すのに

最適な教科は「特別の教科 道徳」と「特別活動」であることが考えられ、「ものづくり」を取

り扱う教科としては「理科」適当であると考えられる。この結果から、本研究では「理科」、「特

別の教科 道徳」、「特別活動」の 3教科において合科的 ・関連的な授業の開発を行った。

表 2 小学校学習指導要領解説の各教科編における関連キーワードの出現回数調査

ものづくり連帯 協働 学級経営集団活動集団生活グループ信頼関係人間関係

可。

0 1 1 0 4 5 3 12 63j 

0 11 0 I 29 """""" """""'1 osl 1 0 1 i 15 """" """"""'I'4 
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3. 教材研究・試作

本研究では年間を通した支持的風土づくりを行う事を目的としているため、季節の行事に合わ

せて教材を開発した方が、児童らも自然にものづくりに取り組めると考えた。また、第 2章で選

定した 3つの教科とその時数や評価との関連を図った。その結果開発された教材テーマは、表3

に示す「こいのぼり」、 「クリスマスツリー」、 「思い出ランプシェード」である。このうち、 「こ

いのほり」と「クリスマスツリー」はクラスの児童一人一人が製作するパーツで構成されてい

る。表3左欄に示す「こいのほり」製作は、5月の子供の日に関連して製作される。新学期になっ

て間もない時期でもあるため、「特別の教科 道徳」の時間に児童自身の将来の目標や取り組み

を考えさせ、それが記入された LEDランタンを「理科」の時間に製作する。さらに一つ一つの

LEDラン タンが鯉のウロ コのよ うに配置された「こいのほり」を教室の壁面に設置する。この

製作を通して、 「児童自身の自己を見つめながら他人を理解」し、「LEDと豆電球の違いを理解

しながら、 LEDを用いた自己表現」を行い、 「自己が表現された製作物を他社の作品と協働して

一つの作品を作る」という学習と支持的風土づくりを行うことができる。

同様に、表 3 中央に示す、 11 月後半~12 月に製作される「クリスマスツリー 」 においても、

ツリーのパーツが児童らの作品で構成されているが、 LEDはソーラーパネルでバッテリーに充

電される構造となっており、「理科」の発電機・蓄電特に関連付けて授業を行うことが可能である。

表 3右欄に示す「思い出ランプシェード」は、年間を通した学級活動の中で得られた映像記

録と他者からのメッセージを用いたシェードカバーを作成し、 LEDと組み合わせた作品であり、

児童自身が持ち帰ることが可能な教材となっている。
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